
 

図 1 実験配置 
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ほぼ光速に加速された電子と光子が衝突す

ると、電子が鏡のように光子を跳ね返し、反射

された光にエネルギーを与える。反跳された光

子は、相対論的な空間圧縮効果により波長が圧

縮され、X線からγ線まで発生可能である。こ

のような現象をレーザー・コンプトン散乱

(LCS)と呼ぶ。この LCS光源は、電子ビームの

エネルギー、レーザーの波長、衝突角度を変え

ることにより、任意のエネルギーを選択するこ

とができ、さらに、小さな径を持つコリメータ

により散乱光を切り出すことによりスペクト

ル幅を狭くできる。このように LCS 光源はエ

ネルギー可変性、準単色、小さい発散角といっ

た他の光源にはない特徴を有する。 

 本研究では、高平均パワーが蓄積可能な

enhancement cavity と高い繰り返し、高品質電

子ビームが発生可能なエネルギー回収型線形

加速器を用いて LCS X線発生実験を行った。

図１に実験配置を示す。今回、レーザーの共振

器制御のために PDH法を用いた。以前用いた

Hänsch 法[1]と比較して共振器の性能に左右さ

れない安定した error signalが得られた。また、

加速電子の電流量が約 1 mAまで増加され、本

発表ではこれらの条件下で LCS X線発生実験

を行い、X線 Photon Fluxの増大などの測定結

果について報告する。 
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